
経営企画部長の平原です。
私からは、11ページまでの決算概要について、ご説明申し上げます。



当社グループにとって、今年度は創立25周年に当たり、かつ現行中計の最終年
度となります。
そして、当社グループの経営指標の一つである経常利益200億円の達成に向
け、5月発表の期初予想に基づき取り組んでおります。第2四半期の業績サマリ
ーとしては、表の一番右にある通り通期業績予想に対し、9月末時の利益面では
約3割の進捗となっております。
この詳細については、後ほど社長の斎藤がご説明致しますが、主な要因はリプラン
ニング事業とホテル開発事業の販売計画が期初計画で下期に集中した結果で
す。一方、不動産サービス事業とホテル運営事業は期初計画を上回り、過去最
高の利益水準です。引き続き当社グループは、経営理念の実践を通し、グループ
の企業価値の最大化と社会課題の解決に努めてまいります。



続きまして連結損益計算書について、3点ご説明申し上げます。
画面右上1点目のポイントです。連結売上高の7割を占めるリプランニング事業に
おいて、業績としては未だ反映されておらず、これから年度内に決済を迎える予定
案件も含めた場合、通期に対する進捗が現時点で5割を超える水準です。
2点目は不動産サービス事業がグループ内の相乗効果を発揮させ、貸会議室事
業とPM事業を中心に規模も利益も安定的に伸長させました。
3点目のホテル・観光事業において運営事業では、恵まれた外部環境と当社グル
ープによる心温かいサービスを背景に稼働率と客室単価が同時に計画を大きく上
回って進捗しています。



次に、連結貸借対照表です。
総資産合計は1,992億円と前年度末比、物件の順調な仕入もあって、105億
円増加させました。特に棚卸資産では、リプランニング事業とホテル開発事業の物
件仕入により131億円増加しました。



負債と純資産では、有利子負債残高が837億円に達しました。また右上の表の
通り、自己資本比率が47.2%と高い財務の健全性を維持しております。
取引金融機関からは、当社グループの財務の健全性と仕入基準の厳格性につ
いて、高くご評価いただいており、こうした投資余力を背景に積極的な成長投資
に取り組んでまいります。



続いて、事業別業績です。
コア事業のリプランニング事業は28%という高い付加価値を提供しつつ、新規仕
入れと既存物件の商品化を同時に進めております。セグメント利益は期初計画
通りですが、通期での達成に拘りながら、下期の販売計画を引き続き着実に実
行していきます。



続いてリプランニング物件の仕入についてです。ほぼ昨年並みの水準ですが、下期
も購入基準を緩めず、来年度から始まる次期中計に向け在庫の充実に注力して
まいります。



棚卸資産と物件売却に伴う売上総利益の実績と予想です。
ご覧の通り、高い水準の利益率を保ちながら、業容を拡大してきた実績と将来に
向けた高い実現可能性をご確認いただけると思います。
即ち、期初計画に基づく現行中計の最終年度の目標を達成すると同時に、右下
にある通り棚卸資産の含み益で最低でも400億円の確保を目指しております。



不動産サービス事業は、リプランニング事業と相互補完の一体関係にあり、当社
グループでワンストップの高付加価値、バリューチェーンを提供するプラットフォームで
す。こうした中、貸会議室事業を中心に他の事業も堅調で、オーナー様をはじめと
するお客様からのご信任を拡大させました。
この結果、ビルメン事業の原価増大や貸会議室事業の先行投資等により前年
同期比で利益率7%下げたものの、セグメント利益は微増ながら過去最高を更
新しました。



ホテル・観光事業の開発事業では、9年後の10,000室を目指し、当社のビジネ
スモデルに合致した候補地を発掘・厳選しながら投資を継続しております。一方、
好調な運営事業では、人手不足など事業環境は予断を許しませんが、M&Aも
駆使し、宿泊客の皆様には快適なご滞在をお約束しつつ、地元の生活者の皆
様と共に地元の資源を活用し、地域に元気を創出してまいります。



最後に建設事業では、インフレ圧力、品不足や2024年問題の影響によって、厳
しい事業環境が続いておりますが、案件ごとの採算確保とスケジュール管理を更に
厳格化させてまいります。また海外開発事業のベトナム事業では、第2号の分譲
マンションプロジェクトを（この8月に着工、2026年秋に竣工予定）推進してまい
ります。


